
   

 

 

 

 

夏休みが短いからこそ計画的な学習を心がけましょう！     

中学生にとって、夏休みをどう過ごすかは、心と身体の発達を考える上で、とて

も大切なことだと思います。私は本校の生徒が、自覚的な「体験」と「学習」の機

会としてこの夏休みを十分に活かして欲しいと考えています。 

今年度の夏休みはコロナ禍においてみなさんの行動にも様々な自粛要請が出て、

今までの夏休みとは違った計画をたてなければならないと思います。こんな時期だ

からこそ、ニュースや新聞に目を通して、日本や世界で今何が起きているのかを探

求し、自分たちにできる社会貢献や他者を思いやる心を育んでほしいと思います。  

９月中旬から前期期末考査が、順次始まります。この夏休みをテスト前の学習期

間と考え、ご家庭でも計画的な学習計画を立てていただき、繰り返し学習する習慣

を身に付けていくようにご協力ください。また、家庭学習の妨げになっているスマ

ホなどの使用ルールをご家庭でもしっかりとお決めになり、お子さんの生活リズム

が崩れないように規則正しい生活習慣を心がけるようにご指導ください。 

家庭学習を習慣付けるには、ご家族の協力が必要です。 

子どもたちが守るべき５つのルール 

① 毎日、同じ時刻から学習を始め，同じ場所で行う。 

② 必要な学習用具だけを机の上に整える。  

③ 途中で立ち歩かず、終わるまでその場所で学習する。 

④ “ながら勉強” をしない。絶対にさせない。 

⑤  必ず毎日短時間でも家庭学習を続ける。 

生徒会本部役員が東北のひまわり里親プロジェクトを始動！ 

用務主事さん方に手伝っていただき生徒会本部役員の

生徒が、東北復興のシンボルとして「東北のひまわり」

の種まきを行いました。世界中から日本の復興支援をし

てくれたみなさんへ感謝を伝えるとともに、元気になっ

た東北をアピールしましょう。また、「東北のひまわり」

を大切に育て、採れた種を「特定非営利活動法人チーム

ふくしま」に沢山送りましょう。ひまわりの花言葉は「私

の目はあなたを見ています」。貴方の善意や行動は伝わってます。あなたは一人じゃ

ない繋がっています。九中のみんなで協力して、善意の輪を拡げていきましょう。 
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コロナ禍の夏休み 本を読む機会に・・・ 

この夏休みはコロナ禍の影響でいつものように活動できないこと

もあると思います。是非、この機会に本を読んでください。みなさん

に読んでもらいたい本を紹介いたします。池上彰さんが監修してい

る本で「なぜ僕らは働くのか」という本です。考えてほしい大切なこと仕事ってな

んだ？ どうやって働く？ 働くことの意味、生活にかかるお金、勉強することの意

味、やりたいことの見つけ方などを、わかりやすく解説しています。未来に明るい

希望をもてるように。そんな想いが込められた、温かくて前向きになれる一冊です。 

今年度の部活動入部状況 

 今年度は、２、３年の部活動への加入時期も１年生の仮入部の時期も部活動紹介

も全てが例年とは違い、特に１年生は部活動を選択するのに大変悩んだのではない

のでしょうか。本校でも、今年度から部活動に全員が入部しなくてもいいことにな

りました。部活動への今年度の入部状況が分かりましたのでお知らせいたします。 

 運動部に加入した生徒は全体の５２％、文化部に加入した生徒は全体の３５％、

所属しない生徒は全体の１３％でした。（不登校生徒も含む） 

部員数が多い部活動順では、運動部で①バスケットボール部、②陸上競技部、③

バトミントン部、④バレーボール部、⑤野球部、⑥サッカー部でした。文化部では、

①科学部、②家庭科部、③美術部、④囲碁将棋部、⑤吹奏楽部、⑥華道部、⑦英語

部でした。また、学校部活動ではありませんが中体連や各競技団体に加盟している

生徒がいる競技として、柔道、水泳、新体操、空手などがあります。学校部活動で

はなく、地域のクラブチームやボランティア活動、サークル活動などに参加するこ

とでも自分を成長させることはできます。興味があることに挑戦してみましょう。 

新しい生活様式における夏の部活動熱中症対策 

 

                                                                        

                                                                        

 

スポーツ時には体（筋肉）が熱を発するため、

熱中症の危険がより高まります。気温や湿度が高

い中で運動する際には、運動の仕方や水分補給な

どに注意が必要です。いつも以上に熱中症予防・

対策を心がけるようにしましょう。のどが渇いて

いなくともこまめに水分補給を心がけましょう。

大量に汗をかいた時には塩分の補給も必要です。

スポーツドリンクには塩分や糖分も含まれていて

水分の吸収がスムーズにでき、汗で失われた塩分

の補給にもつながります。先ずは、バランスのよ

い食事やしっかりとした睡眠をとり、体調管理を

することで、熱中症にかかりにくい丈夫な体づく

りと精神力を養うように日ごろから鍛錬すること

が大切です。                    

部活動での感染拡大が頻繁にニュースになって

います。日頃の体温測定、健康チェックは、新型

コロナウイルス感染症だけでなく、熱中症を予防

する上でも有効です。※体調が悪いと感じた時は

無理せず自宅で静養するようにしましょう。 

 

夏季休業を迎えるにあたり、

ご家族で新型コロナウイルス

感染症対策の徹底についてご

協力をお願いいたします。 


